
  
「自ら考え行動するということ」 
 

皆さんは、大リーグのマリナーズで活躍したイチロー氏を知っていますか。今日はイチロー氏

が、主催した少年野球大会の際に選手に話した内容を紹介したいと思います。 

「いまは、みんなが謙虚な気持ちで先生を尊敬して先生の言うことを聞いてというのも難しいし、

先生の方でも厳しく教えることが難しい時代。だから、社会人になる前に自分で自分自身を鍛え

てほしい。自分で自分を教育しなければならない。それがとても大切だということを覚えておい

てほしい。」（2019.12.22・朝日新聞朝刊記事より） 

このコメントを聞いたとき、普段から皆さんに話している「自ら考え行動できる生徒」にも通

じる話だなと思いました。自ら考え行動するということは、やるかやらないかを決める権利を皆

さんがもっているということです。その分、やってもやらなくてもその結果を受け入れる責任を

負うことになります。例えば朝読書。この１年間、しっかりと取り組んだ人はおよそ 2,000 分の

読書を通して新たな知識を知ったことになります。この様な話をすると、読書をしなかった人か

ら「先生が厳しく言ってくれなかった」という声を聞くこともあります。しかし、自分で判断し

た以上、終わった後で何を言っても結果は自分が受け入れなければなりません。普段の学習も同

じです。 

これからの時代、自分に厳しくできる人と自分に甘い人で、どんどん差が出てくることになり

ます。人間ですから楽な方へ進みたくなるのは当然です。でも、そこで未来の自分のために「今、

自分は何をするべきか」「今の自分に何ができるか」を考え、実行に移せる人が自分の力を伸ばす

ことができます。残り２か月間。新年度に素晴らしいスタートを切る自分のために、一人一人が

自分の考えと行動に責任をもち、自分に合った自分なりの学び方で学校生活に取り組んでくれる

ことを期待しています。（２月全校朝礼講話より） 

              

 

昨年１０月のぶどう祭合唱の部に続き、展示の部が先月２０日

から一週間行われました。校内の廊下や特別教室には、授業で生

徒たちが作成した作品や、修学旅行や移動教室に行った際に作成

した作品が展示されました。各学年校内を周り、様々な作品を間

近に見学する時間がありました。生徒たちは作品を見ながら素晴

らしいと感想を言い合ったり、自分たちが経験した行事を懐かし

んだり、これから行われる行事に思いを馳せたりしていました。

改めて、芸術は人の心を豊かにするのだということを感じまし

た。今後も、授業の様子や学校での出来事をご家庭でも話題にし

ていただいて、生徒の成長を見守っていただけると幸いです。  

   担当〇〇〇〇〇  

  

目指す生徒像 

≪自ら考え行動できる生徒≫ 

目指す学校像 

≪生徒が主体的に活動し、 

一人一人が活躍できる学校≫ 

教育目標 

健康で思いやりがあり、実行力のある生徒を育成する  
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税についての作文 

  東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞 〇〇〇〇 

  蒲田間税会会長賞            〇〇〇〇〇 

 大田区中学校理科生徒研究発表会  

 優秀賞 「草の名は。」       〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

     「Flower colors ～色素を求めて～」 〇〇〇〇 

     「光で紙を燃やす」    〇〇〇〇 

奨励賞 「一瞬で凍る水をつくる」 〇〇〇〇 

「知ってる？植物の吸水量」〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

 大田区中学校卓球冬季大会 男子個人 第５位 〇〇〇〇 

大田区席書会 〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇        （敬称略） 

 

         
   

1 月 30 日から２月５日の間、池上会館にて大田区立中学校技術・家庭科作品展が開催されま

した。技術科は３年生が製作したキーホルダー。家庭科は２年生が製作したマルチケース、３

年生が製作した幼児向けの手づくり布絵本を出展しました。  

２年生は自ら考えたオリジナルのデザインを刺しゅうし、ミシンと格闘しながら作品を作り

上げました。裁縫の得意な生徒が友達に丁寧にアドバイスする姿やタブレットで何度も確認し

ながら自分の力でやり遂げようとする姿、完成した時の満足そうな姿など、様々な生徒の姿が

見られました。３年生は技術科、家庭科ともに２週間に１時間という限られた授業時間の中、

黙々と作業に取り組む姿がとても印象的でした。より良いもの作ろうと妥協を許さず、さすが

３年生と思わせてくれる工夫の凝らした作品が仕上がりました。      担当〇〇〇〇〇  

２月  

１６日（金）避難訓練  

１７日（土）土曜授業公開 

１９日（月）学年朝礼（１）  

２１日（水）都立一次・前期入試  

２２日（木）ESAT-J（１）（２）  

２６日（月）～２８日（水）  

学年末考査  

２８日（水）一斉拡大委員会  

３月 

１日（金）都立一次・前期合格発表  

 ４日（月）学年朝礼（２）  

 ８日（金）卒業遠足 

１２日（火）一斉委員会 

１３日（水）３年生を送る会 卒業式予行 

１４日（木）拡大委員会 

１５日（金）避難訓練  

１９日（火）第６２回 卒業式 


